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５人の議員 村政を５人の議員 村政を一般質問一般質問一般質問一般質問 問う問う



国が策定する基準に適合した情
報システムへ、令
和７年度末まで
に移行するため。

子育て家庭の生活安定や児童の
健やかな成長のため、今年10
月から児童手当を拡充する国の
制度改正に伴うもの。

乳幼児、児童、高齢者に対し、
疾病の発生およびまん延を防止
するため各種の予防接種を実施
する。
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問問　�委託料の金額は適正か。

答　�村が委託している事業者と異なる
事業者とも比較しながら進めてお
り、適正と考える。

問問　�給付方法など詳しく教えてほしい。

答 　�・所得制限の撤廃
　　　・高校生年代まで期間延長
　　　・第３子以降３万円とする
　　　・支払月を年３回から６回へ

問問　�予防接種健康被害
救済給付金の財源
は何か。

答　�全額国費である。

● 一般会計補正予算の主なもの

定例会定例会
第第３３回回

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、

補
正
予
算
４
件
、
令
和
５
年
度
決
算
４
件
、
人
事
案
件
８
件
、
協
議
２
件
、
陳
情
１
件
、
請
願

１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
21
件
を
可
決
・
認
定
・
同
意
し
、
請
願
１
件
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

補正予算
◉一般会計（第２回）� 57,532千円　増
◉国民健康保険事業特別会計（第２回）� 283千円　増
◉後期高齢者医療特別会計（第１回）� 271千円　増
◉下水道事業会計（第１回）� （資本的収入）1,686千円　増
� （資本的支出）　　319千円　増

児童手当拡充児童手当拡充 補正予算に計上補正予算に計上

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

補正予算

地方公共団体情報地方公共団体情報
システムの標準化事業システムの標準化事業

児童手当給付事務事業児童手当給付事務事業

予防接種事業予防接種事業

26,16826,168千円千円

7,6507,650千円千円

5,9565,956千円千円

可決



議
案
第
25
号

《
村
の
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
》

　

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
用

語
の
定
義
の
追
加
、
引
用
す
る

規
定
の
改
正
等
を
行
う
も
の
。

議
案
第
26
号

《
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
》

　

従
来
、
保
険
税
の
滞
納
者
に

は
被
保
険
者
証
の
返
か
ん
を
求

め
て
い
た
が
、
12
月
か
ら
被
保

険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

同
意
第
１
号

《
村
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
》

　

音
田
純
子
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

同
意
第
２
号
～
第
８
号

《
村
温
泉
審
議
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て
》

　

次
の
方
に
委
員
を
委
嘱
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
。（
敬
称
略
）

　

吉
﨑　

勇

　

石
西　

宏

　

齋
河　

泰
二

　

中
井　

健
夫

　

林
原　

美
代
子

　

渡
邊　

均

　

仲
田　

雅
彦

議
案
第
31
号

《
米
子
市
と
村
と
の
し
尿
及
び
浄

化
槽
に
係
る
汚
泥
の
処
理
に
関

す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規

約
を
定
め
る
協
議
に
つ
い
て
》

　

広
域
で
処
理
を
し
て
い
る
し

尿
・
汚
泥
に
つ
い
て
、
経
済

的
・
効
率
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

米
子
市
の
下
水
道
に
統
合
し
処

理
す
る
た
め
「
事
務
を
委
託
す

る
規
約
」
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
32
号

《
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
》

　

現
行
の
被
保
険
者
証
が
新
規

発
行
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
に
伴

い
、
広
域
連
合
規
約
に
お
け
る

被
保
険
者
証
に
関
連
す
る
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

議案番号 件　　　名 議決結果 斉田 加藤 江田 長谷川 前田 石原 河中 橋井 松田 山路

第29号 令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長
は
賛
否
表
明
し
な
い

認定
第１号 令和５年度日吉津村一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定
第３号

令和５年度日吉津村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

※その他は全会一致で可決・承認・同意・認定されました�

●賛否の分かれた議案（賛成：○　反対：×）
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児童手当拡充児童手当拡充 補正予算に計上補正予算に計上1010月から月から
条例の一部改正他



特別会計決算
歳 入 歳 出

国民健康保険事業 ３億3,760万円 3,362万円

後期高齢者医療 5,493万円 5,475万円

下水道事業会計
収 入 支 出

収益的収支 １億5,595万円 １億4,611万円

資本的収支 561万円 5,060万円

村税
9億1,433万円

地方交付税
8億3,486万円

地方消費税交付金
9,618万円

分担金・負担金
8,308万円

使用料・手数料
4,479万円

国庫支出金
3億4,483万円

県支出金
1億6,568万円

寄附金
7,137万円

繰入金
4,048万円

その他
8,206万円

村債
5,299万円

繰越金
1億1,108万円

議会費
5,990万円

総務費
4億9,651万円

民生費
9億8,203万円

衛生費
1億7,373万円

農林水産業費
8,200万円

商工費
4,440万円

土木費
1億4,301万円

消防費
1億1,260万円

教育費
2億7,007万円

公債費
2億7,151万円

諸支出金
6,110万円

村税の内訳
村民税 ２億4,388万円

固定資産税 ６億2,957万円

軽自動車税 1,484万円

村たばこ税 2,605万円
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４会計４会計をを  しし  すべてすべて
決算審査

【歳入合計額　28億4,169万円】

【歳出合計額　26億9,686万円】

一 般 会 計

特 別 会 計
【歳入歳出差引額　1億4,483万円】

（次年度繰り越し）



男女共同参画計画など重要施策で
未実施が目立ち、賛成できかねる

75歳以上をまとめて扱う、この制度
は問題があり、反対である

遅れている施策はあるが、付帯意見
で指摘しており、賛成すべき

高齢者医療を社会全体で支える観
点に立ち、なおかつ世代間の負担の
明確化を図るもので賛成である

反対討論
江田加代 議員

反対討論
江田加代 議員

賛成討論
石原浩明 議員

賛成討論
斉田光門 議員
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令和５年度
一般会計歳入歳出
決算の認定について

令和５年度後期高齢者
医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定
第１号 認定 認定

認定
第３号

【
総
務
課
】

・
消
防
団
の
な
り
手
不
足
対
策
と
し
て
、
ち
び
っ
こ

消
防
団
の
新
設
等
、
取
り
組
み
を
強
め
ら
れ
た
い
。

【
総
合
政
策
課
】

・
ひ
え
づ
１
１
３
ｃ
ｈ
の
制
作
の
複
数
化
な
ど
、
安

定
し
た
放
送
の
維
持
管
理
体
制
を
確
立
さ
れ
た
い
。

・
村
報
に
、
村
民
の
声
を
取
り
上
げ
る
ス
ペ
ー
ス
を
。

・
本
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
、
予
算
書
や
各

種
審
議
会
の
議
事
録
な
ど
速
や
か
に
ア
ッ
プ
さ
れ

た
い
。

【
建
設
産
業
課
】

・
海
浜
運
動
公
園
芝
生
広
場
か
ら
海
岸
ま
で
の
松
林

の
除
伐
・
間
伐
を
。

・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
村
存
続
の
た
め
に
も
、
今
後
は

行
政
主
導
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
福
祉
保
健
課
】

・
認
知
症
の
方
の
増
加
に
対
し
て
、
適
切
な
対
応
を
。

・「
ま
ち
の
保
健
室
」
事
業
を
再
開
さ
れ
た
い
。

・
児
童
館
に
正
規
職
員
を
配
置
さ
れ
た
い
。

【
住
民
課
】

・
男
女
共
同
参
画
計
画
の
見
直
し
が
長
年
放
置
さ
れ

て
い
る
。
早
急
に
対
応
を
。

・
環
境
審
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に
取

り
組
み
の
強
化
を
。

【
教
育
委
員
会
】

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の
処
遇
改
善
を
。

・
学
校
給
食
は
、
食
材
の
高
騰
に
対
応
し
援
助
さ
れ

た
い
。

・
人
権
・
同
和
教
育
の
学
習
機
会
に
つ
い
て
の
告
知

を
。

・
図
書
館
の
振
興
と
村
内
の
各
図
書
館
と
の
連
携
の

た
め
に
、
正
規
職
員
の
配
置
を
。

　
審
査
の
過
程
で
出
た
意
見
を
、
令
和
７
年
度

予
算
編
成
に
反
映
す
る
よ
う
村
執
行
部
へ
提
出

し
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
意
見

（
一
部
要
約
）

実施された主な事業

４会計４会計をを  しし  すべてすべて

討　論

決算審査

令和５年度 決算

防災行政無線の機能強化

ひえづ元気回復商品券事業

人材育成交流事業

小学校の大規模改造

電力・ガス・食料品等価格高騰のための支援給付金

道路の維持

　防災行政無線機器を更新し、
スマホアプリの利用により、情
報伝達手段の多重化を図った。

　物価高騰のなか村民の生活支
援を商品券で行い、事業者への
経済支援にもつながった。

　小学生沖縄民泊研修、中学生
オーストラリア語学研修を行
なった。

　小学校全棟の照明器具を
LEDに改修し、学習環境の
充実を図った。

　物価高騰の負担増の軽減。特
に家計への影響が大きい世帯に
給付金を支給した。

　道路の修繕を行い、安全性の
確保を図った。

9,5929,592万円万円

2,9982,998万円万円

798798万円万円

3,1943,194万円万円

2,7752,775万円万円

4,1074,107万円万円



＊討論における反対・賛成は、委員長報告に対するもの、採決は陳情の原案に対し採択〇、不採択×とするものです。

請願番号 件　　　　　名 斉田 加藤 江田 長谷川 前田 石原 河中 橋井 松田 山路

第１号 健康保険証の廃止をしないよう求める請願書 × × ○ × × × × × × ＊

陳情番号 件　　　　　名 斉田 加藤 江田 長谷川 前田 石原 河中 橋井 松田 山路

第６号 「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書採択の陳情について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊

＊議長は、賛否の表明は行いません

マイナンバーカードは強制的で、保険証廃
止は非常に問題だ。

マイナ保険証は、医療機関との連携など
メリットも多い。請願には賛成しかねる。

反対討論
江田加代 議員

賛成討論
長谷川康弘 議員
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請願１件・陳情１件請願１件・陳情１件をを審査審査しましたしました

「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある学校の働き方改革、
長時間労働是正を求める意見書採択の陳情について

【陳 情 者】鳥取県高等学校教職員組合西部支部 支部長　先灘文広
鳥取県教職員組合西部支部　　　　 支部長　内田浩文

健康保険証の廃止をしないよう求める請願書
【請 願 者】米子民主商工会　　　 　会長　植田　均
　　　　　　米子医療生活協同組合 理事長　梶野　大

【紹介議員】江田加代　議員

陳情第６号

請願第１号

不採択不採択

委員長報告

委員長報告

　６月議会以降、村議会へ請願１件、陳情２件が提出されました。ただし、そのうち１件（陳情）は、
議案とすることはなく、議員への情報提供（供覧）にとどめました。
　議案となった請願１件、陳情１件は、いずれも「教育民生常任委員会」に審査が付託され、その
委員会の結果報告を受けて、本会議にて討論・採決を行いました。

【教育民生常任委員会付託案件（２件）】

不採択不採択

本会議結果本会議結果

本会議結果本会議結果

（賛成少数）
（採択１・主旨採択１・

不採択２）

（全会一致）（全会一致）

請願・陳情

討論なし
採 択採 択 採 択採 択
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　小学校６年生43名が社会科授業として、９月定例議会の一般質問を（２クラス交代で20分程度）
傍聴しました。通学路など、小学校に関連する質疑もあり、真剣に傍聴する姿が見受けられました。
傍聴後の子どもたち一人ひとりの感想から、一部を紹介します。

【小学生の感想から】
● いつも通っている道のことを話していて、とて

も気になりました。
● 子どものことを考えてくれていてうれしかった。
● 議会はピリピリして真剣にしていました。
● 発言に制限時間があることに驚いた。
● 質問する人の熱意がすごい。正確に質問に答え

ていた。
● 村議会があることで、村が成り立っていること

をあらためて感じた。

議会報や日曜議会に、活発なご意見
議会「ひえづ」８月号に
ついて

● ２～３Pのタイトルは、「県
内初・日曜議会を開催」で
あったが、実際の記事内容
（条例改正と補正予算）とは
ズレており、内容も難しかっ
た。

●見てもらうためには、レイア
ウトも含めて、専門的な人
に任せてみては。

●若い世代に興味を持ってもら
うにはSNSを活用して情報提
供を（村のホームページは、
ほとんど見ない）。

日曜議会（６月９日）に
ついて

●議会や村政への興味を持って
もらう仕かけとして有意義
だった。

●傍聴席が窮屈、エレベータも
ない、マスコミのカメラが
傍聴席の入口に配置され入
りにくかった。

●オンラインで、別会場で視聴
できれば。

● 一般質問の要旨や該当箇所
など、モニターで表示され、
資料配布されると分かりや
すい。

村の施策、議会運営に
ついて

●一般質問では、内容を数値化
して質問してほしい。

●日吉津村は子育てしやすい村
として評価されているので、
それに関わる情報をうまく
提供すれば、議会や村政に
対する関心が高まるのでは
ないか。

●村民が関心をもって参画する
村になれば、日吉津村の評
価はもっとあがる。

●行政懇談会、日曜議会など、
小さな自治体だからできる
取り組みでとても良い。

第２回議会モニター会議（８月10日）

小学校６年生が、議会見学（９月４日）小学校６年生が、議会見学（９月４日）

議会見学・モニター会議

私たち私たちののことことをを考えてくれて、考えてくれて、
うれしかったうれしかった
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●主な調査内容と考察
木質由来のエタノールなどを生産し、航空機燃料などと

して利用しようという試験プラントが、王子製紙米子工場
で始められることとなった。その調査のため、東京都江東
区にある東

しののめ

雲イノベーション推進本部（研究所）を訪問した。
●化石燃料に頼らぬ燃料生産は、地球温暖化の抑制にも貢
献する期待の事業である。試験後の本格稼働も、米子工場
に導入されることを要請した。

●主な調査内容と考察
札幌市から車で45分の南幌町は、人口7,889人、面

積81.38㎢。豊かな田園が広がるベッドタウン。町立中
央公園内に、昨年５月、公民連携方式（PPP）により、
室内遊戯施設「はれっぱ」を整備した（延べ約1,000㎡、
事業費９億2,253万円。財源の1／2は国の「地方創生拠
点整備交付金」を充当）。

開業１年目の入館者数は約21万人（町内利用者10％、
町外90％）で、利用料金は町内の子ども100円、町外
300円。０歳児と高校生以上の付き添いは無料。
●厳寒の冬や猛暑の夏にも楽しめる遊戯施設として、利用者にはうれしい施設であるが、莫大な財源
がつぎ込まれている。本村の海浜運動公園においても屋内遊戯場が検討されつつあるが、南幌町も参
考にしつつも、身の丈にあった計画とされたい。

●主な調査内容と考察
栗山町は、全国で初めて「議会基本条例」を制定するな

ど、数々の議会改革で注目されている。議会の政策づくり
に助言をいただく「議会サポーター」、議員のなり手不足
解消のための「議員の学校」開催など多岐にわたり実践さ
れている。また議会の会期を設けず「通年議会」とし、議
員から執行部への「文書質問」も認められている。

●今後の本村の議会改革のために、参考としていきたい。

行財政調査特別委員会　７月10日～12日

北海道南幌町の室内遊戯施設などを視察
　視察① 期待の王子新事業／王子ホールディングス㈱研究所

　視察② 北海道南幌町／子ども室内遊戯施設「はれっぱ」等

　視察③ 北海道栗山町議会／先進的な議会改革

視察報告
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●主な調査内容と考察
村の活性化のため、移住定住の促進は主要課題であ

る。その解決策として、「シティプロモーション」に
取り組まれつつある。その現状について、村担当課へ
ヒアリングを行った。

ふるさと納税の返礼品など特産品の開発や、SNS
などを活用した情報発信を強化するため、㈱ローカル
ファースト研究所への委託契約が締結され、９月より

「地方創生支援マネージャー」を役場スタッフに迎え
て、取り組まれている。村外から迎えたマネージャー
の手腕に期待する。

●主な調査内容と考察
ゴミ問題は、村の重要課題である。河川敷運動公園と

各自治会のゴミステーションの状況を調査した。
河川敷運動公園は、国交省をはじめ関係団体による一

斉清掃の直後であり、いつものようにゴミのポイ捨ては
見当たらなかった。ただし、周辺の草は伸びていたので、
定期的な草刈りが必要である。

各自治会のゴミ出しの状況を見て回った。指定場所に
整理して出されており、資源ゴミを扱うリサイクルハウ
スは、自治会ごとの対応は様々であるが、どこも整理さ
れ、きれいに集積されていた。役員の奉仕によるところ
が大きいだろうと感じた。

　調査項目 今後の村の活性化とシティプロモーションについて

　調査項目 河川敷運動公園及び各自治会のゴミステーション

総務経済常任委員会　８月26日

教育民生常任委員会　８月１日

調査報告

村内の調査報告村内の調査報告
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村
政
を

村
政
を

村
政
を
問
う
問
う

議　員 ページ 質　問　事　項

松
まつ
田
だ
　悦
えつ
郎
ろう

11
１．小学校玄関での待機時間と「小１の壁」は
２．�下口地区児童の通学路整備を
３．児童の夏対応は

石
いし
原
はら
　浩
ひろ
明
あき

12 １．コミュニティ活動支援について
２．富吉北地区の交通安全対策を

斉
さい
田
た
　光
てる
門
ゆき

13 １．副村長に適任者の選任を
２．防災対策はできているか

前
まえ
田
た
　　昇

のぼる
14 １．海浜エリア活性化のすすめ方

２．本村のシティプロモーションは

江
え
田
だ
　加

か
代
よ

15
１．�人材育成交流事業の見直しを
２．�高額なコロナ治療薬の補助制度を
３．自衛官募集の名簿提供は止めよ

【解説】一般質問
定例議会（年４回）において、議員の意思によって、村政に関する質疑を行い
ます。本村の場合、一人当たりの時間を（村執行部の答弁時間も含め）最大
80分と決めています。事前に質問表を提出し、執行部はそれへの答弁を用意
して臨みます。通常の議案と異なり、原則どんな内容でも質問することがで
きますので、議員にとっては、自らの政策や提案に対する村長の見解を求め
るための貴重な機会です。

９月4日（水）

５人５人のの議員議員がが
質 問質 問しました。しました。

一般質問



QQQ
　

朝
、
児
童
は
小

学
校
玄
関
の
開
錠

ま
で
外
で
待
機
し
て
い
る
。

子
ど
も
園
に
預
け
る
時
間

帯
と
小
学
校
の
開
錠
時
間

と
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
保

護
者
の
仕
事
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
「
小
１
の
壁
」
は
、

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
考
え
を
伺
う
。

A
教
育
長

　

小
学
校
の
開
錠

時
間
は
７
時
45
分
で
あ
り
、

児
童
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
は
そ
の
時
間
に
合
わ
せ

て
登
校
す
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
て
い
る
。

　

天
候
の
状
況
か
ら
判
断

し
て
早
め
に
来
た
教
員
が

そ
れ
以
前
に
開
錠
す
る
こ

と
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
登
校
時
間
を

含
め
登
下
校
の
安
全
に
つ

い
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

「
小
１
の
壁
」
に
つ
い
て

は
、
今
後
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

下
口
地
区
児
童
の

通
学
路
整
備
を

村
長　

今
後
も
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
た
い

QQQ
　

現
在
、
旧
国
道

な
ど
が
あ
り
、
村

内
で
一
番
危
な
い
通
学
路

で
あ
る
。
役
場
と
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
間
を
登
校

し
て
い
る
通
路
は
、
安
心

で
き
る
場
所
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
雨
天
時
は
歩

き
に
く
く
、
靴
は
水
だ
ら

け
に
な
る
な
ど
通
学
路
に

は
不
適
切
で
あ
り
、
舗
装

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
村　
長

　

通
学
路
の
基
本

的
な
考
え
は
、
役
場
前
の

県
道
を
登
校
す
る
よ
う
設

定
さ
れ
て
い
る
。

　

役
場
と
小
学
校
の
間
の

通
路
は
役
場
敷
地
の
一
部

で
あ
り
、
車
の
往
来
が
な

く
、
最
も
安
全
な
通
路
で

あ
る
。

　

村
道
で
は
な
く
現
時
点

で
は
舗
装
で
き
な
い
が
、

今
後
も
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
て
い
き
た
い
。

児
童
の
夏
対
応
は

教
育
長　

今
後
も
日
野
川

探
検
な
ど
体
験
活
動
を

し
て
い
き
た
い

QQQ
　

暑
く
、
長
い
夏

休
み
に
児
童
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
プ
ー
ル

の
使
用
が
で
き
な
い
、
川

遊
び
も
で
き
な
い
、
海
は

遊
泳
禁
止
で
あ
る
。

　

夏
場
の
対
応
策
を
示
せ
。

A
教
育
長

　

プ
ー
ル
の
一
般

開
放
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協

議
の
上
、
文
科
省
の
指
導

を
ふ
ま
え
困
難
で
あ
る
。

　

夏
休
み
に
は
、
ひ
え

づ
っ
こ
ク
ラ
ブ
や
児
童
館

の
活
動
と
し
て
、
水
辺
の

生
き
物
探
し
、
日
野
川
探

検
、
カ
ル
チ
ャ
ー
土
曜
塾

な
ど
体
験
活
動
を
企
画
し

て
い
る
。
今
後
も
色
々
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
。
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松田悦郎 議員松田悦郎 議員

小学校玄関での待機時間と
「小１の壁」は

教育長　登下校の安全を指導したい

▲水辺の楽校での体験学習を

一般質問

▲役場横の通路の舗装を



４
３
１
号
の
交
差
点
）
で
、

北
側
か
ら
米
子
方
面
へ
の

右
折
車
両
が
、
や
や
基
準

を
超
え
る
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
村
か
ら
、

県
に
対
策
を
求
め
て
い
る
。

　

事
業
者
か
ら
は
、「
開

店
後
の
現
状
を
判
断
し
、

必
要
な
対
策
を
実
施
す

る
」
と
県
を
通
じ
て
回
答

が
あ
っ
た
。
村
と
し
て
も

今
後
の
状
況
を
注
視
し
て

い
く
。

　

村
道
１
号
線
に
つ
い
て
、

交
通
量
や
、
交
通
の
流
れ

は
算
定
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
村
道
１
号
線
か
ら

日
野
川
土
手
方
面
に
車
が

分
散
す
る
と
、
流
れ
は
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

QQQ
　

村
民
団
体
が
自

主
的
に
取
り
組
む

活
動
を
支
援
す
る
「
日
吉

津
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

ト
地
域
事
業
補
助
金
」
が
、

今
年
度
設
け
ら
れ
た
。
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
詳
し
い
内
容
や

周
知
の
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。A

村　
長

　

昨
年
ま
で
、
自

治
会
を
中
心
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
た
が
、

よ
り
広
く
、
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
設
け
た
。

　

子
ど
も
食
堂
（
地
域
食

堂
）
や
空
き
家
を
活
用
し

た
地
域
交
流
の
場
づ
く
り

な
ど
に
も
活
用
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
る
。

　

す
で
に
、
自
治
会
で
、

世
代
間
交
流
を
深
め
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
に

交
付
決
定
し
た
。

　

４
月
・
６
月
の
自
治

連
合
会
で
の
説
明
の
他
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
村
報
９

月
号
な
ど
で
広
報
し
た
。

今
後
も
各
自
治
会
の
支
援

ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
通
じ
て

周
知
を
図
り
た
い
。

富
吉
北
地
区
の

交
通
安
全
対
策
を

村
長　
今
後
の
状
況
を

注
視
す
る

QQQ
　

富
吉
北
地
区
に

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
建
設
中
で
あ
る
。

１
号
線
沿
い
に
、
車
両
出

入
り
口
が
、
４
つ
作
ら
れ

る
。
交
通
安
全
対
策
と
交

通
渋
滞
対
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
交
通
量

や
車
の
流
れ
の
予
測
は
。

A
村　
長

　

村
道
１
号
線
、

２
号
線
、
ホ
レ
コ
川
右
岸

農
道
は
、
片
側
歩
道
の
幅

員
９
ｍ
に
拡
幅
さ
れ
る
。

　

事
業
者
の
届
け
出
資
料

で
は
、
休
日
の
日
吉
津
西

交
差
点
（
富
吉
線
と
国
道
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
に
つ
い
て

村
長
　
様
々
な
活
動
に
活
用
い
た
だ
き
た
い

▲みんなの居場所、ポテト食堂

一般質問

石原浩明 議員石原浩明 議員

▲村道１号線の交差点



QQQ
　

副
村
長
は
行
政

経
験
者
で
日
吉
津

村
在
住
、
村
民
に
対
し
対

応
可
能
な
人
物
を
。
職
員

の
執
務
環
境
を
整
え
、
村

長
と
の
パ
イ
プ
役
・
各
課

の
連
携
も
可
能
と
な
る
。

　

現
在
の
旧
う
な
ば
ら
荘

や
新
規
の
道
路
網
整
備
な

ど
、
問
題
の
打
開
策
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
ポ
ス
ト

と
考
え
る
。

A
村　
長

　

副
村
長
の
人
物

像
は
現
時
点
で
は
答
え
ら

れ
な
い
が
、
総
合
的
な
能

力
が
必
要
。
住
民
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
急
激
な
変
化
を
す
る

社
会
に
対
応
し
て
い
く
必

要
性
を
ふ
ま
え
、
副
村
長

の
設
置
を
検
討
す
る
。

　

職
員
の
組
織
編
成
・
執

務
環
境
に
つ
い
て
、
各
課

の
業
務
量
調
査
を
行
っ
た
。

職
位
ご
と
の
区
割
り
や
能

力
を
確
認
し
、
人
材
育
成

の
基
本
方
針
も
改
正
す
る
。

　

現
在
、
職
員
の
検
討

チ
ー
ム
に
お
い
て
、
働
き

や
す
く
効
率
の
良
い
組
織

体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

　

職
員
一
人
一
人
の
能
力

が
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う

に
改
善
を
は
か
る
。

防
災
対
策
は

　
　
　

で
き
て
い
る
か

村
長　
消
防
団
の
技
術

強
化
・
防
災
士
の
育
成

QQQ
　

①
防
災
の
基
本

的
考
え
に
つ
い
て

②
今
年
の
防
災
訓
練
の

テ
ー
マ
は

③
災
害
時
の
対
応
・
応
急

対
策
・
復
旧
対
策
は

④
村
の
防
災
計
画
の
検

証
・
見
直
し
状
況
は

⑤
各
自
治
会
の
避
難
対
策

の
紹
介
を

A
村　
長

　

①
防
災
と
減
災

に
向
け
て
災
害
対
策
本
部

の
確
認
と
訓
練
を
行
う
。

各
自
治
会
で
は
自
主
防
災

組
織
が
活
動
し
、
緊
急
避

難
場
所
を
決
め
、
避
難
訓

練
を
行
う
。
防
災
備
品
の

購
入
管
理
に
つ
と
め
る
。

②
今
年
は
津
波
を
想
定
し
、

村
の
災
害
対
策
本
部
の
初

動
対
応
な
ど
の
訓
練
を
す

る
。
各
自
治
会
の
避
難
場

所
ま
た
は
公
民
館
か
ら
ト

レ
セ
ン
へ
の
避
難
経
路
の

安
全
確
認
を
す
る
。

③
村
の
災
害
対
策
本
部
を

設
置
、
被
害
状
況
の
把
握

を
し
て
被
害
の
拡
大
防
止

の
手
当
て
を
す
る
。
被
害

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
避

難
所
を
開
設
す
る
。

　

被
害
状
況
を
確
認
し
て

各
関
係
機
関
と
イ
ン
フ
ラ

の
復
旧
を
は
か
る
。

④
令
和
４
年
３
月
に
村
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
っ
た
。
県
の
地
域
防

災
計
画
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
改
正

す
る
。

⑤
全
て
の
自
治
会
に
お
い

て
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

あ
げ
活
動
さ
れ
て
い
る
。

ど
こ
で
も
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
集
合
場
所
で
安
否
確
認

を
し
、
状
況
に
応
じ
避
難

所
に
移
動
さ
れ
る
。

　

各
自
治
会
で
色
々
と
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
村
と
し

て
も
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
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斉田光門 議員斉田光門 議員

副村長に適任者の選任を
村長　組織全体を考え、必要性を検討する

▲海川自治会の防災訓練（炊き出し）

▲副村長によるリードが必要

一般質問



A
村　
長

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
、
第
三
者
的
視
点
で
村

外
へ
発
信
し
て
い
く
た
め

に
、
他
県
で
実
績
あ
る
支

援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
迎
え

る
。
日
吉
津
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
を
す
す
め
、
移
住
定

住
に
も
つ
な
げ
た
い
。

QQQ
　

役
場
職
員
に
も
、

村
民
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割

が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

そ
の
た
め
の
研
修
は
。

A
村　
長

　

職
員
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
研
修
を
す
る
。
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
地
域
に

出
て
い
く
な
か
で
、
理
解

を
深
め
た
い
。

QQQ
　

こ
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、

村
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
意
義
が
あ
る
の
か
、
ど

う
情
報
提
供
し
て
い
く
か
。

A
村　
長

　

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
（
村
民
の
誇
り
）
を

高
め
て
、
日
吉
津
の
良
い

と
こ
ろ
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
発
信
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
づ
く
り

な
ど
、
様
々
な
活
動
に
参

画
を
い
た
だ
き
た
い
。

QQQ
　

昨
年
の
コ
ン
サ

ル
の
報
告
書
に
つ

い
て
、
村
民
に
よ
る
活
性

化
計
画
検
討
委
員
会
へ
説

明
さ
れ
た
か
。

A
村　
長

　

８
月
の
村
民
説

明
会
の
際
、
検
討
委
員
の

皆
さ
ん
に
も
ご
案
内
し
た
。

QQQ
　

今
年
度
予
算
化

さ
れ
た
コ
ン
サ
ル

へ
の
委
託
の
進
ち
ょ
く
は

い
か
に
。

A
村　
長

　

来
年
度
の
公
園

整
備
に
向
け
て
、
連
携
で

き
る
民
間
事
業
者
の
募
集

支
援
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
事
業
の
委
託
を
し
た
。

QQQ
　

本
村
の
海
浜
運

動
公
園
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
な
ど
の
手
法
は
な
じ
ま

ず
、
指
定
管
理
者
制
度
し

か
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

そ
の
場
合
、
施
設
整
備
に

村
の
予
算
が
相
当
必
要
と

な
る
。
整
備
内
容
の
決
定

や
、
財
源
確
保
に
つ
い
て

の
見
通
し
は
い
か
に
。

A
村　
長

　

今
年
に
つ
い
て

は
内
閣
府
の
交
付
金
に
よ

り
２
分
の
１
の
財
源
を
確

保
し
て
い
る
。
今
後
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
も
、
国

の
交
付
金
を
求
め
て
い
く
。

QQQ
　

村
は
現
段
階
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
よ
り
、
村
民
の
声

を
聴
く
と
し
て
い
る
が
、

整
備
の
規
模
・
内
容
、
財

源
も
示
さ
ず
に
、
村
民
の

声
を
聴
い
た
で
は
不
十
分

で
は
な
い
か
。

A
村　
長

　

年
内
を
目
途
に
、

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
の
で
、
村
民
へ
情
報
提

供
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ

く
。本

村
の
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

村
長　

支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

迎
え
取
り
組
む

QQQ
　

現
時
点
で
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
中
心
的
な
テ
ー

マ
は
何
か
。
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海
浜
エ
リ
ア
活
性
化
の
す
す
め
方

村
長
　
公
園
の
魅
力
化
に
つ
い
て

官
民
協
働
を
め
ざ
す

▲公園の屋外遊具（北海道恵庭市）

一般質問

前田　昇 議員前田　昇 議員

▲村民のためのシティプロモーションは
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QQQ
　

人
材
育
成
交
流

事
業
の
見
直
し
を

求
め
、
三
点
を
提
案
す
る
。

①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

は
取
り
や
め
て
、
５
年
生

全
員
を
沖
縄
研
修
に
派
遣

し
て
は
。

②
給
食
は
食
育
の
一
環
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の

予
算
に
組
み
替
え
を
。

③
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
公

的
支
援
を
。

A
教
育
長

　

①
小
学
校
で
は

６
年
生
に
な
っ
て
か
ら
歴

史
を
学
ぶ
。
５
年
生
で
は
、

戦
争
や
沖
縄
の
状
況
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

　

今
後
と
も
、
中
学
生
の

事
業
を
継
続
し
た
い
。

　

予
算
規
模
が
大
き
い
の

で
効
果
的
な
予
算
の
執
行

に
努
め
る
。

A
村　
長

　

②
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
は
財
源
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
県
に
は

「
一
緒
に
や
っ
て
い
た
だ

け
る
な
ら
検
討
し
た
い
」

と
伝
え
て
い
る
。
独
自
に

で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
い

き
た
い
。

A
教
育
長

　

③
個
に
応
じ
た

最
適
な
学
び
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

高
額
な
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の

　
　
　

補
助
制
度
を

村
長　
現
時
点
で
は
村
独
自

の
制
度
は
設
け
な
い

QQQ
　

コ
ロ
ナ
治
療
の

公
費
助
成
が
終
了

し
、
解
熱
鎮
痛
剤
だ
け
を

求
め
る
患
者
も
あ
る
。

　

重
症
化
防
止
の
た
め
の

村
補
助
制
度
を
求
め
る
。

A
村　
長

　

医
療
費
の
助
成

は
高
額
療
養
費
制
度
の
利

用
が
可
能
で
あ
り
、
現
時

点
で
は
村
独
自
の
補
助
制

度
は
設
け
な
い
。

自
衛
官
募
集
の

名
簿
提
供
は
止
め
よ

村
長　
除
外
申
請
の

受
け
付
け
も
検
討
し
た
い

QQQ
　

自
衛
官
募
集
の

た
め
、
住
民
の
個

人
情
報
を
記
し
た
名
簿
を

提
供
す
る
市
町
村
が
増
え

て
い
る
。
村
の
実
態
は
。

A
村　
長

　

法
律
の
定
め
に

よ
り
、
十
八
歳
の
方
の
氏

名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
を
紙
の
名
簿
で
提
供

し
て
い
る
。

QQQ
　

全
国
的
に
は
、

自
衛
隊
へ
の
情
報

提
供
を
希
望
し
な
い
場
合
、

「
除
外
申
請
」
を
受
け
付

け
た
り
、
名
簿
提
供
か
ら

名
簿
の
閲
覧
に
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

A
村　
長

　

除
外
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
団
体
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
名
簿
を
提
供
し
て

い
る
が
、
他
の
や
り
方
や

除
外
の
受
け
付
け
も
検
討

し
た
い
。

教育長　今後とも中学生の事業を続けたい

人材育成交流事業の見直しを

▲交流を深める子どもたち

江田加代 議員江田加代 議員

▲他市での自衛官募集除外申請書

一般質問



Ｑ
．
日
吉
津
村
地
域
資

源
保
全
会
結
成
の
経
過

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

上
場
さ
ん　
平
成
27
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た
法
律

に
基
づ
き
、
農
道
や
水
路

を
維
持
管
理
す
る
た
め
に
、

富
吉
の
有
志
に
よ
り
結
成

し
ま
し
た
。

　

農
道
や
水
路
は
、
村
の

大
切
な
宝
（
地
域
資
源
）

で
す
が
、
皆
の
協
力
が
無

け
れ
ば
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
会
が
で
き
た
頃
、
皆
、

自
分
の
こ
と
が
忙
し
く
て
、

水
田
は
草
ぼ
う
ぼ
う
に

な
っ
て
、
皆
が
困
っ
て
い

た
ん
で
す
。
今
も
困
っ
た

こ
と
は
多
い
で
す
が
、
あ

の
頃
よ
り
村
の
風
景
は
き

れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
西
さ
ん　
昨
年
「
農

事
組
合
法
人
ひ
え
づ
」（
稲

や
大
豆
を
共
同
で
生
産
し

て
い
る
）
の
代
表
に
な
っ

て
、
そ
れ
か
ら
本
格
的
に

こ
の
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
経
験
は
浅
い
で
す
が
、

み
ん
な
で
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
良
い
こ
と
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

関
さ
ん
　

昨
年
、
日

吉
津
下
口
の
農
事
実
行
組

合
長
に
な
り
、
こ
の
会
の

役
員
に
も
な
り
ま
し
た
。

草
刈
り
な
ど
に
補
助
を
し

て
も
ら
い
、
一
人
で
は
で

き
な
い
こ
と
を
み
ん
な
で

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

良
い
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
の
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
各
地
区
の
実
行
組

合
が
機
能
し
な
く
な
っ
て

き
た
が
、
５
年
後
、
10
年

後
も
、
続
け
ら
れ
る
と
一

番
良
い
。
個
人
と
し
て
農

業
は
も
う
か
ら
な
い
。
新

し
い
仕
組
み
が
で
き
れ
ば

と
感
じ
ま
す
。

中
口
さ
ん　
荒
れ
地
を

な
く
そ
う
と
、
農
業
を
始

め
て
６
、７
年
。
５
ha
か

ら
受
け
た
が
、
今
は
４
ha

で
す
。

　

夏
の
猛
暑
で
草
刈
り
が

大
変
。
朝
６
時
か
ら
９
時

半
ま
で
、
夕
方
は
約
１
時

間
の
作
業
で
な
か
な
か
進

ま
な
い
。
水
田
が
35
枚

あ
っ
て
、
一
巡
し
た
ら
ま

た
草
が
伸
び
て
い
る
状
態

で
す
。

Ｑ
．
農
業
の
現
状
や
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
？

上
場
さ
ん　
日
吉
津
の

農
地
は
狭
く
て
、
農
道
も

水
路
も
大
変
古
く
な
っ
て

い
ま
す
。
農
業
は
も
う
か

ら
な
い
。
食
糧
を
高
く
す

る
と
国
民
は
困
る
。
安
す

ぎ
る
と
生
産
者
は
経
営
で

き
な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、

国
の
制
度
は
手
厚
く
な
っ

て
い
て
、
村
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
も
作
成
さ
れ
て
い

る
。
行
政
と
議
会
は
勉
強

し
て
改
良
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
で
す
。

関
さ
ん
　

た
く
さ
ん

の
個
所
の
耕
作
を
請
け

負
っ
て
い
る
「
㈱
德
原

フ
ァ
ー
ム
」
も
、
水
田
の

畦
畔
を
取
り
除
い
て
作
業

を
し
て
い
る
が
、
栄
養
の

あ
る
土
は
下
へ
流
れ
て
稲

の
で
き
に
差
が
出
て
く
る
。

日
吉
津
は
高
低
差
が
な
い

の
で
、
排
水
が
抜
け
に
く

い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

す
。
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  協 力 で、協 力 で、
をきれいにをきれいに

上場 重俊さん

▲こどもたちの未来にも、　きれいな農地を残したい

◇
出
席
者

日
吉
津
村

地
域
資
源
保
全
会

上う
わ

場ば 

重し
げ

俊と
し

さ
ん（
富
吉
）

中な
か

口ぐ
ち 

克か
つ

敏と
し

さ
ん（
富
吉
）

山や
ま

西に
し 

　
昇の

ぼ
る

さ
ん（
富
吉
）

関せ
き 

　
裕ゆ

う

介す
け

さ
ん（
下
口
）

山西　昇さん

関　裕介さん

村民インタビュー

日吉津村地域資源　保全会の皆さん



　

農
業
は
、
も
う
個
人
で

す
る
時
代
で
は
な
い
、
法

人
で
若
い
人
を
雇
っ
て
や

ら
な
い
と
成
り
立
た
な
い
。

　

村
内
を
、
商
業
地
や
住

宅
地
と
区
分
け
を
し
て
、

農
地
の
基
盤
整
備
を
し
っ

か
り
し
て
、
儲
か
る
農
業

の
基
盤
づ
く
り
を
行
政
で

も
進
め
て
ほ
し
い
。

　

保
全
会
に
も
、
若
い
人

が
入
っ
て
く
れ
る
と
い
い
。

重
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が

使
え
る
と
か
、
草
刈
り
機

械
の
整
備
が
で
き
る
人
が

入
っ
て
く
れ
る
と
助
か
り

ま
す
。

山
西
さ
ん　
構
成
員
が

年
々
歳
を
取
っ
て
、
機
械

が
壊
れ
た
ら
や
め
る
と
い

う
人
も
い
る
。
農
業
を
い

つ
や
め
る
か
爆
弾
を
抱
え

て
い
る
状
況
だ
。

上
場
さ
ん　

最
近
は
、

村
外
の
方
が
、
農
地
を
借

り
て
家
庭
菜
園
を
楽
し
む

人
も
多
く
見
か
け
る
、
そ

う
い
っ
た
農
地
の
維
持
・

活
用
も
あ
る
と
期
待
し
て

い
る
。

山
西
さ
ん　
こ
ど
も
園

や
小
学
生
の
農
業
体
験
に

も
協
力
し
て
い
る
。
体
験

を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
仲
よ
く
な
っ
て
く
れ
た

ら
い
い
。
今
後
は
、
親
子

や
家
族
で
農
業
体
験
を
す

る
機
会
、
場
所
を
増
や
し

て
い
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。

Ｑ
．
あ
ら
た
め
て
、
農

業
の
魅
力
や
楽
し
さ
は

何
で
す
か
？

上
場
さ
ん　
イ
ネ
や
ト

マ
ト
な
ど
の
表
情
を
見
て

い
る
と
、
毎
日
違
い
ま
す
。

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
が
、

ち
ょ
っ
と
手
を
か
け
る
と

よ
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

中
口
さ
ん　
仲
間
と
一

緒
に
で
き
る
こ
と
、
や
は

り
収
穫
の
時
が
楽
し
み
で

す
。関

さ
ん
　

仲
間
で
、

情
報
交
換
し
た
り
し
て
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
相
談

が
で
き
て
、
お
も
し
ろ
い

で
す
。

Ｑ
．
最
後
に
、
議
会
ひ
え

づ
は
読
ま
れ
て
い
ま
す
か

上
場
さ
ん　
隅
々
ま
で

読
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の

思
い
だ
け
で
質
問
さ
れ
て

い
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

議
員
が
ど
れ
く
ら
い
住
民

と
話
を
し
て
い
る
か
、
住

民
か
ら
学
ぶ
姿
勢
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

中
口
さ
ん　
読
ん
で
い

ま
す
。
日
本
の
根
幹
は
農

業
だ
と
思
う
の
で
、
議

員
・
行
政
と
も
も
っ
と
農

業
に
つ
い
て
勉
強
し
て
、

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
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　なかまの　なかまの
　　地元の農地地元の農地

村民イン
タビュー

村民イン
タビュー

▲こどもたちの未来にも、　きれいな農地を残したい

中口 克敏さん

村民インタビュー

　
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
農
地
・
農
道
や
水
路
は
、

村
の
景
観
保
全
や
自
然
災

害
の
被
害
防
止
に
も
つ
な

が
る
共
通
の
資
産
で
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

日
吉
津
村
地
域
資
源
保
全
会

　

農
地
・
水
路
・
農
道
な
ど
の
多
面
的
な
機
能
を
維

持
し
、
自
然
環
境
の
保
全
や
良
好
な
景
観
を
ま
も
る
た

め
、
地
域
が
共
同
で
活
動
し
よ
う
と
、
農
家
有
志
に
よ

り
平
成
27
年
に
結
成
さ
れ
た
。
現
在
、
村
内
の
水
田
の

約
８
割
が
対
象
で
、
農
地
を
持
つ
人
１
８
９
人
、
自
治

会
な
ど
の
団
体
・
法
人
30
を
含
め
て
２
０
９
人
が
会

員
と
な
っ
て
い
る
。

日吉津村地域資源　保全会の皆さん



編編編
集集集
後後後

記記記

　

季
節
が
か
わ
り
始
め
ま
し

た
こ
の
ご
ろ
、
村
民
の
皆

さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

９
月
29
日
に
村
防
災
訓
練
、

10
月
６
日
に
は
村
民
運
動
会
、

10
月
20
日
～
21
日
は
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
で
タ
ー
ゲ
ッ

ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
は
、

全
国
か
ら
の
選
手
を
お
も
て

な
し
の
心
で
お
迎
え
し
ま
し

た
。

　

議
会
も
引
き
続
き
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。─

松
田　

記
─

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

前
田　
　

昇
・
長
谷
川
康
弘

斉
田　

光
門
・
石
原　

浩
明

松
田　

悦
郎

表
紙　

村
民
運
動
会

視
察
目
的

・
人
口
増
へ
の
取
組
み

�

・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

　

下
川
町
議
員
６
名
、
副
町
長
、

事
務
局
員
の
視
察
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

人
口
定
着
の
施
策
や
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
予

算
・
人
数
な
ど
の
質
問
を
受
け

ま
し
た
。

　

ミ
ラ
イ
ト
ひ
え
づ
の
歴
史
資

料
館
や
園
内
を
見
学
さ
れ
、
資

料
館
資
料
の
保
存
状
態
に
関
心

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

視
察
目
的

・
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

　

御
坊
市
議
員
５
名
と
事
務
局

員
の
視
察
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ラ
イ
ト
ひ
え
づ
整
備
に

至
っ
た
経
緯
や
建
設
費
、
財
源
、

人
口
の
増
加
な
ど
多
く
の
質
問

を
受
け
ま
し
た
。

　

ミ
ラ
イ
ト
ひ
え
づ
の
歴
史
資

料
館
や
園
内
を
見
学
さ
れ
、
き

れ
い
で
広
い
こ
と
に
感
動
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

講
師　

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防
局

　

藤
友
真
人�

氏

演
題

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け

る
西
部
消
防
局
の
活
動
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
の
災
害
現
場

の
救
出
活
動
に
つ
い
て
、
実
際

の
写
真
を
見
な
が
ら
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
災
害
の
恐
ろ
し
さ

と
救
出
活
動
の
重
要
性
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
水
、
ト
イ
レ

な
ど
大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
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北
海
道
下
川
町
議
会

北
海
道
下
川
町
議
会

来
村
（

来
村
（
行
政
視
察

行
政
視
察
））

　
　
と　

き　

10
月
２
日
（
水
）

　
　
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ
な
ど

和
歌
山
県
御
坊
市
議
会

和
歌
山
県
御
坊
市
議
会

来
村（
行
政
視
察
）

来
村（
行
政
視
察
）

　
　
と　

き　

８
月
８
日
（
木
）

　
　
と
こ
ろ　

役
場
会
議
室
な
ど

西
部
町
村
議
会
研
修
会

西
部
町
村
議
会
研
修
会

　
　
と　

き　

８
月
19
日
（
月
）

　
　
と
こ
ろ　

伯
耆
町　

鬼
の
館

次回の定例会は
12月です




